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mythology, legend, artwork and traditional utilization of non-human primates. This type of studies is urgent and necessary, 
because many folklore and customs are not recorded in literatures, thus are easily lost in the process of urbanization in China, 
as well as in many other habitat countries. 
In this year, we investigated around 6000 points of Japanese literature/video records and specimen on primates at the PRI 
library, Japan Monkey Centre and National Museum of Ethnology (Osaka). In 2011 and 2012, we have collected around 
30000 points of Chinese literature/video records and specimen on primates at the Library of Sun Yat-sen University and 
through interviews with locals at Guangdong and Hainan providences in China. We noticed the two counties share many 
similar cultures on monkeys and apes.   
Next, we need to category the data in a database and analyze the historical background of each perspective, such as monkey 
showman(猿回し), twelve zodiac animals (十二支), three no-evil monkeys(三猿), scroll of the monkey (厩猿信仰), monkey 
lore, traditional utilization of Chinese medicines. One of our papers entitled ‘The Distinction between Gibbon and Macaque in 
Ancient China’ was published in Journal of Guangxi Normal University. This work was supported by the Cooperation 
Research Program of Primate Research Institute, Kyoto University, Japan. 
B-28 有害駆除個体を用いた四国の野生ニホンザル個体群の特徴分析 





物学的特徴ならびに有害駆除状況を把握することを目的に行った。  平成 24 年度は、高知県内に調査地域を 3
地域設け情報を収集した。対象地域は、香美市(県東部)、中土佐町(中央部)および四万十市(県西部)である。各調査






ニホンザルの膣内細菌叢を明らかにするために、今年度は 3 歳未満:7 頭、4～10 歳:6 頭、18～23 歳:2 頭の合計




の傾向は前回の場合とほぼ同様であった。年齢別では、3 歳未満の未成熟な個体 7 頭から 103.2～105.5 (CFU/vagina)
の膣内細菌が検出され、さらにヒトの膣内での最優勢菌である乳酸菌(Lactobacilli)が分離菌数は低いながらも 7 頭






カモノオス 6 個体を主な観察対象とし、彼らの A 群、隣接群、隣接群追随オスグループ内における社会関係に関
するデータを 2007 年から蓄積している。アシモ(9 歳)とフミヤ(8 歳)は、2009 年以降 B1 群追随オスグループを形
成し続けている。ラキ(6 歳)はキール(5 歳)などと B1 追随オスグループを形成しているのを発見したが、アシモ・
フミヤとの関係は不明である。キールは 2012 年 10 月には A 群で、2013 年 3 月上旬には B1 追随オスグループで、
下旬には再び A 群で観察された。こうした出自群と隣接群追随オスグループ間の往復は、これまでに A 群出身イ
カロスの 6 歳時、B1 群出身ホシの 5 歳時でも観察されており、出自群移出期のワカモノオスに特有の行動と考え
られる。出席簿の累積情報による社会的ネットワークの予備的分析の結果、群れ間は必ずしも親和的ではないもの
の、その間を親和的に媒介する個体が複数存在すること、親和的関係を形成するオス間には必ずしも血縁関係があ
るわけではないことなどが明らかになってきた。これらの結果は、移入先では既存の弱い親和的関係を強めること
で移入を完了し、出自群移出後もそこで形成した社会関係を維持することを示唆する。 
B-31 厩猿習俗形態の変容とニホンザル観に関する研究 
三戸幸久(椙山女学園大) 所内対応者：川本芳 
今年度(2012 年度)では、徳島県那賀郡那賀町木頭(手骨による厩ザルの記録)などを調査することができた。 
